
市の1年間の収入に当たるものを
歳入、1年間の支出を歳出といいます。

　平成 31年第 1回市議会定例会で決定した、真岡市の平成 31年度当初予算の概要と主要
事業・新規事業についてお知らせします。

【
歳 

出
】

■民生費 ･･･ 高齢者や障がい者、児童などの福祉
　　　　　　全般に使うお金
■総務費 ･･･ 市役所の全般的な事務にかかるお金
■教育費 ･･･ 小・中学校、公民館、図書館など
　　　　　  教育全般の運営にかかるお金
■土木費 ･･･ 道路、公園、河川、市営住宅などを
　　　　　　整備・管理するお金　　

■公債費 ･･･ 市が借りたお金の返済金
■農林水産業費 ･･･ 農業や畜産業の振興のためのお金
■衛生費 ･･･ 予防接種や健康診査、ごみ処理などに
　　　　　　かかるお金
■商工費 ･･･ 商工業の振興、観光事業などにかかるお金
■消防費 ･･･ 消防活動、消防施設の整備などのお金
■議会費 ･･･ 議会の運営にかかるお金

一 般 会 計
特 別 会 計
水道事業会計

396 億円
187 億 8,752 万円
  23 億 5,690 万円

▼一般会計当初予算

※表示単位未満は四捨五入しています。

607億 4,442万円
平成 31年度 当初予算

平成 31 年 4 月号（2）

民生費
119億
7,991 万円
（30.2％）

教育費
49億

4,400 万円
（12.5％）

総務費
91億

9,610 万円
（23.2％）

土木費
34億
77万円
（8.6％）

公債費
25億

3,590 万円
（6.4％）

農林水産業費
24億

8,705 万円
（6.3％）

衛生費　         20 億 4,845 万円（5.2％）
商工費　　　　13億 4,107 万円（3.4％）

議会費　　 2 億 7,516 万円（0.7％）
その他　　      5,573 万円（0.1％）

消防費　　 13億 3,586 万円（3.4％）

歳出総額
396 億円

市 税
130 億
6,576 万円
（33.0％）

繰入金
29億

7,889 万円
（7.5％）

国庫支出金
47億

6,552 万円
（12.0％）

市 債
71億

3,470 万円
（18.0％）

県支出金
33億

4,878万円
（8.5％）

地方交付税
23億円
（5.8％）

地方消費税交付金　15億円　　　　  （3.8％）
地方譲与税　　　　  4 億円　　　　  （1.0％）
その他 　　　　  　  5 億 2,398 万円（1.3％）

歳入総額
396 億円

諸収入  25 億 3,553万円（6.4％）
繰越金    4 億円 （1.0％）

その他  6 億 4,684 万円  （1.7％）

 自
主
財
源
49.6%

    　　　　　　
  依

存
財
源
50
.4
％

【問い合わせ】 財政課財政係
☎ 83 ・ 8104　FAX 83 ・ 5896
E-mail  zaisei@city.moka.lg.jp

区　分 平成 31年度予算額 対前年度増減率

一　　 般　　 会　　 計 396億円 19.3％

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 91億 4,591 万円 1.6％

後 期 高 齢 者 医 療 7億5,483 万円 2.5％

介護保険（保険事業勘定） 61億 5,880 万円 4.0％

介護保険（介護サービス事業勘定） 1,429 万円 19.0％

休 日 夜 間 急 患 診 療 所 6,799 万円 皆増

公 共 下 水 道 事 業 21億 4,484 万円 ▲5.9％

農 業 集 落 排 水 事 業 5億　  86 万円 1.2％

計 187 億 8,752 万円 1.8％

水　道　事　業　会　計 23億 5,690 万円 ▲0.3％

合　計 607億 4,442 万円 12.5％

※ 31年度は見込みの数値 （年度）

【
歳 

入
】

■
用
語
解
説
■

■自主財源 ･･･ 市税や市の施設の使用料など、市で集めることのできる財源
■依存財源 ･･･ 国や県から一定の額を交付されたり、割り当てられたりする財源
■市　　税 ･･･ 市民税や固定資産税など、皆さまに納めていただく税金
■市　　債 ･･･ 国や県、金融機関などから借り入れるお金
■国庫・県支出金 ･･･ 社会保障や教育、公共事業など、国や県が使い道を決めて交付するお金
■地方交付税・地方消費税交付金・地方譲与税
　　･･･所得税や消費税など国に納めた税金の中から、一定の基準で各地方自治体に配分されるお金

▼会計別予算額
※財政力指数
　市や町などの財政上の能力を示す指数で、
　１を超えるか１に近いほど財政力がある。

▼財政力指数の推移

平成 30 年度の財政力指数は、
県内 14市の中で 3 番目に高い
数値です。
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平成 31 年 4 月号（4）

  平成 31 年度の予算の特徴は？
重点事業・新規事業を紹介します

■学力を県内トップレベルへ引上げる取組
総合学力調査事業 ･･･････････････ 902 万円
学校図書館専任司書配置事業 ･････ 977 万円
英語・漢字検定補助事業 ･･････････ 138 万円
児童・生徒の検定受験に対し補助を行います。

■ ICT（情報通信技術）を活用した学校教育の推進
情報教育ネットワーク推進事業 ･･･ 9 億 4,480 万円

情報教育推進事業 ･･･････････････ 2 億 7,264 万円
■小学校低学年での英語授業など英語教育の充実
イングリッシュ・サマーキャンプ事業 ･･ 50 万円
英語指導助手配置事業 ･･････････ 5,806 万円
小学校外国語活動支援員配置事業 ･･ 991 万円
■もおか次世代リーダー育成事業（高校生の海外留学支援）
中学生リーダー研修事業 ･････････ 17 万円
高校生等海外留学支援事業 ･･･････ 66 万円

■ UIJ ターン等雇用の促進
UIJ ターン就業定住助成事業 ･･････ 280 万円
とちぎWORKWORK移住・就職促進事業･･･ 500 万円
■女性が社会に参加しやすい環境づくり
人材育成研修事業 ･･･････････････ 31 万円
男女共同参画事業 ･･･････････････ 141 万円
■女性創業支援スクールの開設

Ⅰ．こどもの元気な成長プロジェクト

Ⅱ．若い世代・子育て応援プロジェクト

創業支援事業 ･･･････････････････ 47 万円
■まちなか子育て支援施設の整備

新庁舎周辺整備推進事業 ･････････ 1,199 万円

真岡駅子ども広場管理事業････････ 2,942 万円

校務支援システムの導入
および ICT機器の効率的
な活用を図るためのネッ
トワークを整備します。

まちのにぎわいを創出する複合交流拠点施設の整備に向
けて、民間活力導入可能性調査と基本計画を策定します。

旧情報センターを、親子で気軽に
遊べる遊具施設に改修し、運営し
ます。

■病児・病後児保育の充実
病児病後児保育事業 ･････････････ 2,286 万円

■芳賀日赤との連携強化による地域医療の充実
芳賀赤十字病院運営費補助事業 ･･･ 8,875 万円
休日夜間急患診療所事業 ･････････ 6,799 万円

妊娠出産包括支援事業 ･･･････････ 6,516 万円

■ICT（情報通信技術）を活用した地域見守り体制の構築
緊急通報システム整備事業 ･･･････ 2,769 万円
■広域連携による移動手段・公共交通ネットワークの確保
地域公共交通事業 ･･･････････････ 9,269 万円

■障害者優先調達の推進による障がい者の自立支援
優先調達庁内一括購入事業 ･･･････ 63 万円
■障がい者のための地域生活支援拠点等の整備
障がい者相談支援事業 ･･･････････ 3,045 万円
地域活動支援センター運営事業 ･･･ 2,182 万円

Ⅲ．いつまでも安心な暮らしの実現プロジェクト

Ⅳ．とちぎをリードする産業プロジェクト

子どもが病気の時、保護者が
仕事を休めない場合に子ども
を預かる病児保育事業を始め
ます。

芳賀地区急患センター
に代わり、市単独で休
日夜間急患診療所を開
設します。

産後2週間健診を行うとともに、病院の空きベットを利
用する宿泊型の産後ケアを始めます。

運転免許証を自主返納
した65歳以上の市民に
交付している「いちご
タクシー」等の無料券
を無期限とします。

■園芸立国もおかの推進
日本一いちごの産地強化事業 ･････ 1,043 万円

園芸作物生産施設整備支援事業 ･･･ 360 万円
露地野菜生産拡大支援事業 ･･･････ 126 万円

栽培に必要な ICT
機器の導入費用を
助成し、効率的な
栽培の支援を行い
ます。

■ ･････ 新規事業、一部新規事業
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■全国いちごサミットの開催
全国いちごサミット推進事業 ･････ 1 億 1,488 万円

■チャレンジファーム事業
新規就農者農業経営支援事業･･････ 1,440 万円
新規就農者家賃支援事業 ･････････ 72 万円
親元就農者支援事業 ･････････････ 300 万円
■真岡式グリーンツーリズム
真岡グリーンツーリズム推進協議会補助事業･･ 80 万円
■産業団地の新規造成による企業誘致の推進
新産業団地整備事業 ･････････････ 5,727 万円

■ローカルベンチャー企業創出支援
創業支援事業 ･･･････････････････ 47 万円
新製品開発・販路開拓支援事業 ････ 120 万円
■空き店舗再活用事業
まちなか新設出店にぎわい創出支援事業 ･･ 192 万円
チャレンジショップ支援事業 ･････ 180 万円

■中心市街地のリノベーションの推進
中心市街地リノベーション基本構想策定事業 ･･ 500 万円
■まちのステーション整備の推進
新庁舎周辺整備推進事業 ･････････ 1,199 万円
■ DC（デスティネーションキャンペーン）を契機とした観光振興

真岡市観光協会補助事業 ･････････ 1,758 万円
観光案内パンフレット作製事業 ･･･ 181 万円
■フィルムコミッションの推進
もおかフィルムコミッション運営補助事業 ･･ 12 万円
■廃校施設等を活用した地域活性化の取組

公共施設等総合管理計画推進事業･･ 189 万円
廃校利活用事業 ･････････････････ 957 万円
■各種地域資源をつないだ「真岡ブランド」づくり
全国いちごサミット推進事業 ･････ 1 億 1,488 万円
街路旗製作設置事業 ･････････････ 224 万円
■スポーツによるもおか創生の推進
スポーツ推進計画策定事業 ･･･････ 300 万円
総合運動公園整備事業 ･･･････････ 2 億 937 万円

Ⅴ．まちの活力再生・魅力創出プロジェクト

新しい産業団地の整備に向け、基本設計業務や地区界測
量業務などを実施します。

総合運動公園南ブロックの野球場および運動広場等の整
備を開始します。事業期間は4年間です。

全国の主要生産地の関係者が一堂
に会し、将来のいちご産業につい
て考えるサミットを 2020 年 3月
に開催します。

■コミュニティ FM整備事業
コミュニティ FM整備事業 ････････ 275 万円

公園等施設管理整備事業 ･･････････ 6,138 万円
スクールソーシャルワーカー配置事業･･ 201 万円
特別支援教育支援事業 ････････････ 1,618 万円
小中学校施設長寿命化計画策定事業･･ 5,725 万円
小中学校施設整備事業 ････････････ 6 億 7,525 万円
文化財保護事業 ･･････････････････ 6,534 万円
科学教育センター運営事業 ････････ 4,959 万円
体育館管理事業 ･･････････････････ 5,215 万円
運動場管理事業 ･･････････････････ 5,544 万円
医療的ケア児短期入所受入促進事業･･ 41 万円
低所得者・子育て世帯向けプレミアム付商品券事業･･ 1 億 2,086 万円
地域医療介護総合確保基金事業 ････ 2 億 1,048 万円
保育所等整備事業 ････････････････ 2 億 6,687 万円
未婚の児童扶養手当受給者に

対する臨時・特別給付金事業 ･･ 326 万円
予防接種事業 ････････････････････ 3 億 5,055 万円
新生児聴覚検査事業 ･･････････････ 340 万円
防災対策事業 ････････････････････ 3,192 万円
防犯対策事業 ････････････････････ 4,071 万円
リサイクルセンター管理事業 ･･････ 3,376 万円
市営住宅管理事業 ････････････････ 7,089 万円
市単利用権設定等促進事業 ････････ 1,950 万円
強い農業づくり事業 ･･････････････ 11 億 3,114 万円
農産物販売施設等整備事業 ･･･････ 3 億 4,044 万円

シティプロモーション推進事業 ････ 1,245 万円
庁舎建設事業 ････････････････････ 51 億 4,015 万円

総合窓口システム導入事業 ･･･････ 702 万円
新庁舎ネットワーク構築事業 ･･････ 3,215 万円

その他、新規事業および一部新規事業
主要な子育て支援・教育振興施策

コミュニティFM開局に向け、無線免
許申請のための事業計画策定および免
許申請を行います。

道の駅にのみや尊徳
物産館の建て替えと
臨時駐車場の整備を
行います。

2020 年度の開庁に向け
て、免震装置を備えた鉄
筋コンクリート 5階建て
の庁舎建設工事を進めて
いきます。
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平成 31 年 4 月号（6）

【問い合わせ】総務課総務文書係　☎ 83 ・ 8106　FAX82 ・ 1065

　4月 1日から

市役所の課・係が一部変更になります
　市役所を利用する市民の皆さんの利便性の向上を図るとともに、効率的に
事務を行うため、市役所の課と係が一部変更となりました。

■休日夜間急患診療所･･ 芳賀赤十字病院本館南側に開設した、初期救急を担う、市が単独で運営
する診療所です。

市民生活課 ◆国際交流係 ･･･････ 国際交流係と外国人相談係を統合します。
市民生活部
新設・変更があった係など

社会福祉課 ◆障がい福祉係 ･････

保育課 ◆施設管理係 ･･･････
　

こども家庭課 ◆家庭相談係 ･･･････ 児童虐待やDV事案等に対応します。
認定こども園の指導監査や保育所施設整備等を行
います。

健康福祉部
障害者福祉係から名称を変更します。

建設課 ◆管理係 ･･･････････

学校教育課 ◆情報教育推進係 ･･･

区画整理課 ◆管理係 ･･･････････
　

長田指導係の廃止に伴い、長田土地区画整理事業
の清算事務や組合の解散に向けた事務も行います。

学校での ICT 機器等の授業への活用、校務支援シ
ステムの運用支援、プログラミング教育の実施に
向けた支援などを行います。

建設部

教育委員会

管理係と用地係を統合します。

公民館
◆山前分館
◆大内分館
◆中村分館

山前農村環境改善センター、大内農業構造改善セ
ンター、中村農村環境改善センターの名称は廃止
します。］･･･････

秘書室 ･･･････････････････

総合政策課 ◆総合政策係 ･･･････
◆統計係 ･･･････････

財政課 ◆財政係 ･･･････････
◆管財係 ･･･････････

情報政策課
◆広報広聴係 ･･･････
◆シティプロモーション係･･
◆情報管理係 ･･･････

　二宮支所 市民窓口係、税務収納窓口係および福祉国保窓口
係を統合します。

政策の企画調整、進捗管理を行います。
統計調査や資料の収集に関する業務を行います。

広報広聴に関する業務を行います。
シティプロモーションに関する業務を行います。
情報システム課で所管していた業務を行います。

総務部

市民生活部

新設・変更があった課

適正な財務管理を行います。
市の財産や庁舎の管理などを行います。

市長の秘書業務を行います。

･･･････････････････

■リサイクルセンター･･ せん定枝等を堆肥にする施設です。

■真岡駅子ども広場･･ 真岡駅 3階の一部を改修し、親子で気軽に遊ぶことができる屋内遊具施
設 (2020 年 3月開館予定 )を設置します。

新設・変更があった施設

（7）広報もおか

市政ニュース

【問い合わせ】選挙管理委員会　☎ 83 ・ 8190　FAX83 ・ 8082

　   統一地方選挙のお知らせ

　未来をつくるあなたの一票

　私たちの生活に直接関係している地方政治の議員を選ぶ大切な選挙です。棄権せ
ずに投票しましょう。
■栃木県議会議員選挙

■真岡市議会議員選挙

■期日前投票

【投票日】
【投票できる方】
　

平成 31年 4月 7日（日）　午前 7時から午後 8時
平成 13 年 4 月 8 日以前に生まれ、かつ、平成 30 年 12 月 28 日以前に
真岡市に転入届をし、引き続き 3カ月以上住所を有している方

【投票日】
【投票できる方】
　

平成 31年 4月 21日（日）　午前 7時から午後 8時
平成 13 年 4 月 22 日以前に生まれ、かつ、平成 31 年 1 月 13 日以前に
真岡市に転入届をし、引き続き 3カ月以上住所を有している方

栃木県議会議員選挙
真岡市議会議員選挙

【期間】3月 30日（土）から４月６日（土）
【期間】4月 15日（月）から 4月 20日（土）

【時間】
【場所】

① 市公民館真岡西分館 ② 二宮コミュニティセンター ③イオンタウン真岡
亀山街道

真岡 ･上三川線

西
高
間
木

歩
道
橋

亀山歩道橋

案
内
板

高
勢
町

入
口
へ
←

トヨタカローラ

ガスト

牧が丘
幼稚園

真岡西中市公民館
真岡西分館

N

国
道
２
９
４
号

真
岡
鐵
道
　
　
久
下
田
駅
↓

コン
ビニ

生涯
学習館

コ
メ
リ

二
宮
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

N

↑
真
岡
駅
　
　
真
岡
鐵
道

真岡
女子
高校

旧日赤
真岡
保育所

ケーズ
デンキ

ザ・
ビッグ
エクス
トラ
真岡店

イオンタウン
真岡 投票所

N

午前 8時 30分から午後 8時
①市公民館真岡西分館（西高間木 539番地 1）
②二宮コミュニティセンター（石島 893番地 15）
③イオンタウン真岡（台町 2668 番地）

ご注意ください！

■投票所が変更になります
第 3投票所 真岡市役所（教育委員会棟会議室）　　　真岡市青年女性会館（田町 1344 番地）

■一部の区域で投票区を変更しました
お住まいの地区 投票区 投票所
下大沼一丁目、下大沼二丁目、
上大沼一丁目、長田五丁目 第 28投票区 市公民館中村分館（中 247番地）

（旧 中村農村環境改善センター）
上大沼二丁目、長田二丁目、
長田三丁目、長田四丁目 第 30投票区 長田小学校（長田 1302 番地 1）

※長田土地区画整理事業地区外の有権者の方は変更ありません。
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　貴重な文化財を火災から守るために、合同防火訓練
が行われ、芳賀広域消防、消防団第6分団、専修寺の
檀家の皆さんなど､ 約100人が参加しました。御影堂
から出火したという想定での放水訓練のほか、水消火器
を使った消火訓練や、放水銃の取り扱いの説明を受ける
など、参加者は積極的に訓練に取り組んでいました。

高田山専修寺防火訓練

2月 14（木）・15日（金）根本山自然観察センター

2月 17 日（日）高田山専修寺

おとなのクラフト　
どんぐりの木でストラップを作ろう 

　おとなのクラフト“どんぐりの木でストラップ
を作ろう”が開催されました。講師から、作り方
や機械の操作方法の説明が行われ、材料となるど
んぐりの木を選び、作業を行いました。参加者は、
会話を楽しみながら丁寧に作業を進めていき、そ
れぞれ個性的なストラップを完成させました。

　「夢の教室」が開催され、平昌オリンピックスケルト
ン競技日本代表の小口貴子さんが、中村小学校5年
生へ向けて授業を行いました。児童たちは、夢に向
かって努力をすることの大切さなどを学び、最後に、
自分の夢をシートに記入しました。3人の児童が代表
して夢を発表すると、拍手が沸き起こっていました。

大谷台町　
三
みつえだ

枝 希
き く え

久江さん

根本山には良く遊び
に来ます。昨年、参加
して楽しかったので、
今年も友人を誘って
参加しました。電動
のこぎりを使用した
のは小学校以来でし
た。今回もとても楽
しく作製できました。

2 月 15 日（金）中村小学校
夢の教室

夢に
向かって　

がん
ばるぴょん！　

火の取り扱いには注意しましょう！

（9）広報もおか

3 月 2日（土）科学教育センター
科学の広場「出てきて！化石」

　3月8日、市内の各中学校で卒業式が行われました。
山前中学校では、76人が晴れて卒業の日を迎え、
校長先生から一人一人卒業証書が手渡されました。
最後に、卒業生全員による合唱が披露されると、
式場が感動に包まれ、3年間の思い出と感謝の気
持ちを胸に、新たな道へと巣立っていきました。

　科学の広場「出てきて！化石」が開催され、
21 組の親子が参加しました。化石となる過程や
種類について学んだ後、実際にハンマーやドライ
バーを使って石の中から木の葉の化石を探し出し
ました。また、アンモナイトのキーホルダー作り
も行われ、子どもたちの宝物となりました。

　講師に野口惠美子さんと蛭
ひるさか

坂照子さんを迎え、
風呂敷活用講座が開催され、16人が参加しました。
風呂敷の由来や形、素材について学んだ後、基本の包
み方からショッピングバックになる包み方など多種多
彩な包み方を丁寧なアドバイスのもと実践しました。
きれいに仕上がると参加者はとても満足していました。

3 月 7日（木）市公民館西分館

卒 業 式
3月8日（金）市内各中学校（写真は山前中学校）

市民講座 風呂敷活用講座
～基本の包み方とアレンジ～

アンモナイト
キーホルダー

エコバッグとして
使える結び方を
学べて良かった。
かばんに一枚風呂敷
を入れておくと便利
だなと思います。

島　宮田 清美さん

卒業
おめでとう

中　永田 琴
こと ね

音ちゃん

化
石

が出
てき
てうれしかった！

キ
ー
ホ

ル
ダー
もまた作ってみたい

。

さんぽみち
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４月から今年度の

集団健診が
始まります！

　若い世代でもがんを患う方が増えています。がんは早期発見することで治療の可能性を高め
ます。これからも健康でいるために、健診を受診しましょう。

健診の種類 対　象　者 自己負担金
特定健診

（後期高齢者健診を含む）
40～ 74歳国保加入の方 無料75歳以上の方

胃がん検診

40歳以上の市民全員

400円

肺がん検診 痰
たん

検査なし 100円
痰
たん

検査あり 300円
大腸がん検診 100円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 100円

内容と種類 対　象　者 自己負担金
子宮がん検診
（頸がん検査） 40歳以上の女性

400円

乳がん検診
（超音波・マンモグラフィ） 400円

骨密度検診 同日に子宮・乳がん検診を受ける方
（骨密度だけの検診はできません） 100円

※日程の詳細は、3月 29日（金）の真岡新聞と併せて配布するパンフレット
　「特定健診・がん検診のご案内」または市ホームページをご覧ください。

　　　国保にご加入のアナタにおトクなプレゼント！　

　　　健診予定日のお知らせはがきを送付します！　

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

　国保に加入し、特定健診を受けた方に「いちごの湯・あぐりっ娘・
道の駅にのみや」で使える 300円の利用補助券を差し上げます。
　健診を受けて、おトクに買い物をしましょう！

　昨年度、生活習慣病健診または女性がん検診を受診した方と、今
年度 30 歳以上の国民健康保険に加入している方に、健診予定日の
お知らせはがきを４月上旬に送付します。
　必ず開封して、自分の健診日、未予約の健診の項目を確認してく
ださい。健診日の変更も随時受付しています。
 ハガキにはインターネット予約に必要なＩＤとパスワードが記載さ
れていますので、健診が終了するまでお手元で必ず保管してください。

《 生活習慣病健診 》

《 女性がん検診 》

　 ▲パンフレット

▲健診予定日のお知らせはがき

必ず開封
してください！

　　　集団健診の内容　

（11）広報もおか

  【問い合わせ】保育課保育係　☎ 83・8035　FAX82・2340
　　　　　　　病児保育 西真岡 Sick Kids（シックキッズ）　☎ 81・7074

　病児保育事業とは、小学校や保育園、認定こども園等に通っている子どもが病気やケガで登園できず、
保護者の方が仕事を休めない場合に、子どもを一時的に施設に預けることができるサービスです。

◆病状・定員によっては利用できない場合があります。
◆病児保育は当日の受付でも利用できますが、送迎対応は事前の登録が必要です。
　詳しくは下記へお問い合わせください。

市内在住の小学生や保育園児等、または市外在住でも市内の保育園等に通園
しており、就労等により家庭で保育することができない方

月曜日から金曜日（午前 8時～午後 6時）
※土曜・日曜・祝日・年末年始（12/28～ 1/3）・お盆（8/13～ 8/16）は休業
※利用できる期間は、原則 7日間です。

発熱や風邪、急性胃腸炎などが対象
入院加療が必要な場合や、感染力が強い病気の場合は利用できません。

1日 9人まで

1 日につき 2,000 円（市外在住の方は 4,000 円）
非課税世帯は 500 円
生活保護世帯は無料

①インターネットで予約（西真岡こどもクリニックHPから予約できます）
　※インターネットの利用ができない場合は、西真岡Sick Kids へご連絡ください。
②事前にかかりつけ医にて診察（「診療情報提供書」を受領する）
③「利用申請書」と「診療情報提供書」を病児保育室へ当日提出
　※持ち物は利用案内をご確認ください。
④病児保育室担当医が面談し、受け入れの最終確認を行います。

子どもが小学校や保育園、認定こども園等で体調不良になった場合、病児保育
施設の職員が迎えに行き、病児保育を行う送迎サービスも実施しています。
※自宅への送迎サービスはありません。

対　　象　　

定　　員　

利用料金

利用方法

送迎対応

対象の病気

利用時間　　

病児保育  西真岡
Ｓick Ｋids（シックキッズ）

西真岡こどもクリニック併設

真岡市高勢町 3丁目 205-1
☎ 81-7074

病児保育事業が始まります
4月1日から
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平
成
31
年
2
月
22
日
（
金
）、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・

芸
術
な
ど
の
分
野
で
、
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

た
方
に
対
し
て
、
市
長
賞
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
平
成
30
年
度
「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」　
　
　
　
　

　
5
年
生
の
部
　
知
事
賞

　
檜
澤 

柚
弥
（
真
岡
小
5
年
）

◆
第
19
回 

ダ
イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
　

　
ト
ン
大
会 

栃
木
県
予
選
会 

女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
　
優
勝

　
藤
田 

ね
ね
（
真
岡
小
2
年
）

◆
第
72
回 

栃
木
県
理
科
研
究
展
覧
会
並
び
に
発
表
会

　
中
央
展
覧
会
　
最
優
秀
賞

　
櫻
井 

陽
香
莉
（
真
岡
東
小
4
年
）

　
上
野 

心
瑠
　（
真
岡
西
小
3
年
）

◆
平
成
30
年
度 

栃
木
県
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者

　
理
解
促
進
事
業 

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
小
学
生
部
門
　
最
優
秀
賞

　
飛
澤 

琉
（
真
岡
東
小
3
年
）

◆
第
50
回 

栃
木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

　
栃
澤 

碧
海
（
真
岡
西
小
５
年
）

◆
第
1
回 

栃
木
県
学
童
少
年
少
女
駅
伝
競
走

　
那
須
塩
原
大
会 

女
子
の
部
　
優
勝（
よ
ろ
し
く
真
岡
で
す
。）

　
塚
原 

深
結
（
長
沼
小
5
年
）

◆
平
成
30
年
度 

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
県
民
運
動
　
　

　
人
権
に
関
す
る
作
文
　
最
優
秀
賞

　
佐
藤 

璃
空
（
長
沼
小
2
年
）

◆
第
25
回 

全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会

　
関
東
選
手
権
大
会 

形 

小
学
1
年
生
女
子
の
部
　
優
勝

　
髙
﨑 

ほ
の
か
（
物
部
小
1
年
）

市
長
賞
メ
ダ
ル
贈
呈
式
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切
り
絵
を
市
へ
寄
贈

◆
第
37
回 

全
国
高
校
生
建
築
製
図
コ
ン
ク
ー
ル
　
銀
賞

　
小
崎 

沙
月
（
真
岡
工
業
高
校
1
年
）

◆
第
37
回 

全
国
高
校
生
建
築
製
図
コ
ン
ク
ー
ル
　
銅
賞

　
菊
地 

亮
汰
（
真
岡
工
業
高
校
3
年
）

　
林
　 

亜
希
（
真
岡
工
業
高
校
1
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◆
第
50
回 

栃
木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
　
金
管
八
重
奏
　

　
杉
山 

晴
基
（
真
岡
中
2
年
）

　
櫛
田 

大
悠
（
真
岡
中
2
年
）

◆
第
49
回 

下
野
杯
争
奪
県
下
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
優
勝
（
栃
木
Ｓ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
）

　
小
森 

心
翔
（
真
岡
東
中
2
年
）

　
倉
持 

敢
太
（
中
村
中
2
年
）

◆
高
円
宮
杯
第
30
回 

全
日
本
ユ
ー
ス
Ｕ
ー
15
サ
ッ
カ
ー

　
選
手
権
大
会 

栃
木
県
予
選
　
優
勝
（
Ｆ
Ｃ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

　
白
川 

治
宜
（
山
前
中
3
年
）

　
武
田 

成
純
（
山
前
中
2
年
）

　
大
塚 

夢
来
（
山
前
中
2
年
）

　
金
田 

禅
奈
（
中
村
中
3
年
）

　
髙
松 
武
蔵
（
物
部
中
2
年
）

◆
第
14
回 
栃
木
県
中
学
校
春
季
体
育
大
会

　
陸
上
競
技
大
会 
１
年
男
子
走
幅
跳
　
第
1
位

　
梶
谷 

皇
光
斗
（
山
前
中
１
年
）

◆
第
14
回 

栃
木
県
女
子
ユ
ー
ス
Ｕ
ー
15
サ
ッ
カ
ー

　
選
手
権
大
会
　
優
勝
（
栃
木
Ｓ
Ｃ
レ
デ
ィ
ー
ス
）

　
小
倉 

ま
こ
（
中
村
中
3
年
）

◆
第
20
回 

栃
木
県
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
　
第
1
位

　
村
上 

由
衣
（
中
村
中
3
年
）

◆
平
成
30
年
度 

美
し
い
と
ち
ぎ
の
む
ら

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
　
最
優
秀
賞
（
栃
木
県
知
事
賞
）

　
谷
島 

亜
実
（
長
沼
中
3
年
）

【
高
校
生
の
部
】

小学生・高校生の部受賞者

中学生の部受賞者

　
２
月
18
日
（
月
）「
す
ま
・
切

り
絵
」
の
藤
田 

ヒ
サ
子
さ
ん
、

藤
倉 

千
江
さ
ん
、
小
島 

芳
子
さ

ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
い
ち
ご

サ
ミ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど

の
切
り
絵
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
切
り
絵
は
市
長
室
等
に
飾
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
小
学
生
の
部
】

（13）広報もおか

【平成30年度 優秀社員表彰】

【平成30年度 技能検定試験合格者表彰】
検 定 職 種 氏　名
農業機械整備 野澤　　悟
農業機械整備 近藤　智洋
油圧装置調整 池上　浩明
電気機器組立て 関亦　雅広
電気機器組立て 中里　忠司

塗装 柴原　裕二
塗装 菊地　且成
塗装 小堀　貴史
配管 松本　純一

樹脂接着剤
注入施行 青山　健介

内装仕上げ施工 村上　正次
酒造 姫野　高弘

プラスチック成形 栁澤　春亮
フラワー装飾 池田　幸史

事 業 所 名 氏　名

ウエノ工業㈱ 髙 橋　 安 彦

英工業㈱ 村 田　 勝 司

英工業㈱ 田 中　　 稔

英工業㈱ 齋 藤　 雄 一

㈱真岡ｽﾁｰﾙ加工 畑 中　 保 三

㈱真岡ｽﾁｰﾙ加工 山 崎　 浩 史

剋真建設㈱ 山 科　 健 一

事 業 所 名 氏　名

剋真建設㈱ 市 田　 一 臣

剋真建設㈱ 竹 石　 雅 行

芳賀商事㈱ 荒 井　 考 一

芳賀商事㈱ 蓮 田　　 誠

鬼怒パッケージ㈱山 本　 久 恵

鬼怒パッケージ㈱添野 喜代子

鬼怒パッケージ㈱室 井 佐 代 子

検 定 職 種 氏　名
機械加工 村石　康次
機械加工 河角　良二
機械加工 海老原 直人
機械加工 檜山　大輝
機械加工 仁平　奎祐
機械加工 宮沢　直樹
金属熱処理 小林　和美
金属熱処理 篠崎　俊弘
金属熱処理 藤枝　美成
鉄工 上野　幸信
仕上げ 新納　良基
鋳造 石田　俊晴

機械・ﾌﾟﾗﾝﾄ製図 横山　諒平
産業車両整備 横山　友徳
建設機械整備 大福地　亮

優秀社員表彰の受賞者

技能検定試験合格者表彰の受賞者

　
3
月
11
日
（
月
）、
市
役
所
で
、
市
で
2
人
目
と
な

る
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
津つ

守も
り 

美み

幸ゆ
き

さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
石
坂
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
津
守
さ
ん
は
、

新
庁
舎
が
開
庁
し
た
後

に
開
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
」
の
事
前
準
備
や
、

開
局
後
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
業
務
に
携
わ
り
、

真
岡
市
を
よ
り
一
層
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
3
月
1
日
（
金
）
付
け
で
、
山
城 

光
雄
さ
ん
が
、
新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
山
城
さ
ん
は
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、医
療
や
介
護
、子
育
て
の
不
安
な
ど
、

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
や
関
係
機
関

と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
り
ま
す
。

優
秀
社
員
・
技
能
検
定

試
験
合
格
者
表
彰
式

新
し
く
就
任
し
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊

委
嘱
状
交
付
式

【
問
い
合
わ
せ
】情
報
政
策
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

　
☎
８
１ 

・ 

６
９
４
７
　
FAX
８
３ 

・ 

５
８
９
６

市政ニュース



平成 31 年 4 月号（14）

第384回

上
うえ

野
の

 末
すえ

彦
ひこ

さん

（田町在住 ･83 歳）

　
私
は
昭
和
10
年
、
大
分
県
大

分
市
の
高
崎
山
が
あ
る
地
域
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
若
い
頃
は
、
横
浜
市
の
会
社

に
勤
め
て
お
り
、
当
時
は
妻
と

茅
ヶ
崎
市
の
団
地
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
の
す
ぐ
後
ろ
が
海

岸
で
、
晴
れ
た
日
に
は
窓
の
外

が
き
ら
き
ら
し
て
い
て
、
と
て

も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
義
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
昭
和
41
年
に
宇
都
宮
支

店
に
転
勤
し
、
真
岡
市
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

バ
ス
で
宇
都
宮
市
ま
で
通
勤
し

て
お
り
、
自
宅
の
前
に
バ
ス
停

が
あ
っ
て
、
走
る
本
数
も
多
く

生
活
す
る
に
は
と
て
も
便
利
な

立
地
で
し
た
。
数
年
間
バ
ス
通

数
々
の
思
い
出
の
景
色

▲

勤
を
し
た
あ
と
、
車
を
購
入
し

通
勤
が
楽
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
酒
を
飲
む
回
数
が
増
え
、
結

局
バ
ス
で
通
勤
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　
栃
木
県
に
来
る
の
は
初
め
て

で
、周
り
に
は
友
人
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
心
寂
し
く
な
る
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

近
所
に
住
ん
で
い
る
社
会
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
が
声
を

掛
け
て
く
れ
、
喜
ん
で
入
会
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
友
人
が

増
え
、
生
活
も
充
実
し
、
楽
し

い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　
平
成
9
年
に
定
年
退
職
し
、

そ
の
数
年
前
か
ら
、
妻
と
趣
味

で
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。
富

士
山
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
山
登

り
に
慣
れ
て
き
た
頃
、
北
岳
や

奥
穂
岳
に
も
登
り
ま
し
た
。
　

　
御
嶽
山
に
登
る
前
日
、
麓
で

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
お
り
、
寝
る

前
に
ふ
と
空
を
見
上
げ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
宝
石
を
散
ら
し

た
よ
う
な
今
ま
で
に
見
た
こ
と

の
な
い
壮
麗
な
星
空
が
あ
り
ま

し
た
。
テ
ン
ト
に
入
っ
て
い
た

友
人
ら
を
呼
ん
で
、
皆
で
心
に

記
憶
す
る
よ
う
に
、
長
い
間
空

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
少
し

肌
寒
い
、
空
気
の
澄
ん
だ
夜
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
旅
行
も
好
き
で
、
妻
と

色
々
な
所
に
行
き
ま
し
た
。
ト

ル
コ
に
行
っ
た
と
き
の
添
乗
員

と
仲
良
く
な
り
、
後
日
、
東
ト

ル
コ
の
実
家
に
招
待
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
は
祭
り
が
好
き
で
、

真
岡
の
祭
り
に
も
興
味
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
夏
祭

り
の
時
期
に
招
待
し
ま
し
た
。

彼
は
周
り
の
方
か
ら
も
歓
迎
さ

れ
、
私
の
半は

ん

纏て
ん

を
貸
し
て
お
神

輿
を
担
が
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
彼
の
笑
顔
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
の
大
分
は
昔
と
は

様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
変
わ

ら
ぬ
絆
が
今
も
続
い
て
お
り
、

ク
ラ
ス
会
の
時
期
に
は
今
も

帰
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
距
離
に
関
係
な
く
友

人
を
大
切
に
し
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

トルコ旅行にて

消費生活
センターメモ

シリーズ 430

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
多
く
の

方
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
ま

す
が
、
衣
類
な
ど
の
変
色
、
型
く

ず
れ
、
縮
み
、
紛
失
な
ど
の
相
談

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
衣
類
な
ど
の

汚
れ
や
シ
ミ
を
落
と
し
、
新
品
同

様
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
が
、
一
概
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
者
の
問
題
と
は
言
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
衣
料
品
の
素
材
や
加

工
技
術
の
変
化
に
よ
る
も
の
、
販

売
店
で
の
保
管
や
展
示
に
よ
る
紫

外
線
の
影
響
、
消
費
者
自
身
の
着

用
頻
度
・
期
間
や
保
管
方
法
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す

る
こ
と
で
色
あ
せ
や
テ
カ
リ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
原
因
の
特
定

が
困
難
な
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
が
あ
り
、
解
決
も
難
し

く
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
受
け
渡
し
時
の
点
検
が
し
っ
か

　
り
し
た
店
を
選
ぶ
。

②
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
前
に
、

シ
ミ
や
ほ
つ
れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
、
シ
ミ
の
原
因
を
店
に
伝

え
る
。

③
預
か
り
証
は
必
ず
受
け
取
り
、

　
保
管
す
る
。

④
引
き
取
り
時
は
、
変
色
や
収
縮

　
が
な
い
か
お
店
の
人
と
一
緒
に

　
確
認
す
る
。

⑤
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
外
し
て
保

　
管
す
る
。

　
Ｓ
マ
ー
ク
や
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
を
表

示
し
て
い
る
店
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
場
合
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

事
故
賠
償
基
準
」
に
基
づ
い
て
賠

償
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
店
選
び

の
目
安
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

利
用
者
が
洗
濯
物
を
受
け
取
っ
て

６
カ
月
を
経
過
し
た
後
や
、
預
け

て
１
年
間
経
過
し
て
も
受
け
取
り

に
い
か
な
か
っ
た
と
き
は
賠
償
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

あの日
あのころ

ご相談は、
消費生活センター
（青年女性会館内）
毎週 月～金曜日
  9:00～12:00
13:00～16:00

☎8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

2・9・16
23・30日
（火）

午前10時～
◆英語おはなし会
　ジル・シルバン先生による
　英語の絵本の読み聞かせ

13日
（土） 午後2時～ ◆もおかとしょかんの

　おはなし会
13日
（土） 午後2時30分～ ◆映写会（子ども向け）

「おしりたんてい」（40分）
16日
（火） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）

「100回泣くこと」（116分）
20日
（土） 午後2時～ ◆おはなしの森

【休館日】　1・8・15・22日（月曜日）

4日
（木） 午前10時30分～ ◆ひばりの会

　読み聞かせ

13日
（土） 午前10時～

◆キャンドルの会
　絵本の読み聞かせ&工作
（おさんぽへびさんを作ろう）

18日
（木） 午後2時～ ◆映写会（大人向け）

「華岡青洲の妻 前編」（129分）
23日
（火） 午前10時30分～ ◆子育て支援センター

　絵本の読み聞かせ
27日
（土） 午後2時～ ◆にのみやとしょかんの

　おはなし会
27日
（土） 午後2時30分～ ◆映写会（子ども向け）

「しまじろうのわお！」（38分）
【休館日】　1・8・15・22日（月曜日）

【問い合
わせ】市立図書館

 ☎ 84・6151 FAX83・6199 【問い合わ
せ】二宮図書館　☎ 74・0286

4 月
真岡市立図書館 二宮図書館

（15）広報もおか

2 月に寄付をしてくださった方々（敬称略）
ありがとうございました。

善意銀行

真岡テニス協会 ･･････････････････52,418 円

わたのみ基金

【申し込み・問い合わせ】社会福祉協議会　 ☎ 82・8844　FAX82・5516

物品預託
薄井カイ･････････････････靴下カバー140足
匿名 ･･･････････････････････････ 車いす 1台
金銭預託
落合　昌平 ･･･････････････････････55,964 円

社会福祉協議会だより

 【問い合わせ】コラボーレもおか　☎ 81・5522　FAX81・5558（月曜・祝日休館）

楊名時太極拳真岡「桜」

井頭公園など、
屋外での活動も
行っています。

活動の様子 イベントの様子

　楊名時太極拳は中国武術を起源として日
本に伝わった太極拳を、内臓や感覚など内
面を修練するための柔拳として変化させ、
老若男女を問わず誰でも取り組めるように
生まれたものです。
　私たちは、毎週水曜日の午後に二宮コ
ミュニティセンターで活動しています。ぜ
ひ、見学にお越しください。

毎年、“真岡コラ
ボまつり”に参
加して、演舞を
行っています。

井頭公園での活動

真岡市で活動している、市民活動団体やボランティアなどの紹介です
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た
よ
う
な
今
ま
で
に
見
た
こ
と

の
な
い
壮
麗
な
星
空
が
あ
り
ま

し
た
。
テ
ン
ト
に
入
っ
て
い
た

友
人
ら
を
呼
ん
で
、
皆
で
心
に

記
憶
す
る
よ
う
に
、
長
い
間
空

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
少
し

肌
寒
い
、
空
気
の
澄
ん
だ
夜
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
旅
行
も
好
き
で
、
妻
と

色
々
な
所
に
行
き
ま
し
た
。
ト

ル
コ
に
行
っ
た
と
き
の
添
乗
員

と
仲
良
く
な
り
、
後
日
、
東
ト

ル
コ
の
実
家
に
招
待
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
は
祭
り
が
好
き
で
、

真
岡
の
祭
り
に
も
興
味
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
夏
祭

り
の
時
期
に
招
待
し
ま
し
た
。

彼
は
周
り
の
方
か
ら
も
歓
迎
さ

れ
、
私
の
半は

ん

纏て
ん

を
貸
し
て
お
神

輿
を
担
が
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
彼
の
笑
顔
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
の
大
分
は
昔
と
は

様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
変
わ

ら
ぬ
絆
が
今
も
続
い
て
お
り
、

ク
ラ
ス
会
の
時
期
に
は
今
も

帰
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
距
離
に
関
係
な
く
友

人
を
大
切
に
し
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。



平成 31年 4月 1日発行／通算 767／発行人 真岡市長 石坂真一　〒 321-4395　真岡市荒町 5191 ／編集・総務部情報政策課広報広聴係
TEL 0285-83-8100 ／ FAX 0285-83-5896 ／ホームページ https://www.city.moka.lg.jp/

「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」
掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。
☎ 83・8100　E ﾒｰﾙ kouhou@city.moka.lg.jp

人
口
と
世
帯
数

★ 人 口 80,843 人 （  　 58 人）
男 40,856 人 （   　49 人）
女 39,987 人 （  　   9 人）

★ 世 帯 31,172 世帯 （  116 世帯）
※平成 31年 3月 1日現在、市民課調べ
※（  ) 内は前月比。住民基本台帳と外国人登録　
　（登録者数 3,354 人）をもとに算出。
※減少の場合のみ▲印を記載。
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わが家の天使たち 338 人目の笑顔さん

をさがして
顔笑
　
３
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
真
岡
市
に

移
住
し
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M

の
開
局
に
向
け
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
人
と
関
わ

る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
積
極
的
に
つ
な
が
り
を

持
ち
、
早
く
地
域
に
溶
け
込
み
た
い
で
す
。

熊倉町の

津
つ も り

守 美
み ゆ き

幸 さん
下大田和の
　　平田　律

り つ き

輝 くん    （9）
　　　　　莉

り の

乃 ちゃん（7）
いつも元気いっぱい外でお友達
と走り回って遊んでいます。
外から聞こえてくる大きな笑い
声、楽しそうな声に成長や頼も
しさを感じます。これからもお
友達を大切に思いやりのある素
直な子でいてね。
      （コメント： 父・大悟さん
         　　　　  母・智美さん）

タワークレーン外観

免震構造基礎工事

　昨年 10月から始まった新庁舎工事は、来年 7月末の完成を目
指して順調に進んでいます。
　現在は、地上 35 ｍに操作室があるタワークレーンを使用し、
大きな地震が起きても建物の揺れを小さくすることができる、免
震構造の基礎工事を行っています。

「いちご王国」国王の福田知事も参加

とちまるくんと一緒にPRしました！

無料で誰でも利用できる
 いちごチャンネル
 データ放送
 スマホアプリ
 JC-Smart　　　 iOS版Android 版配信中

　3月 2日（土）に、JR大阪駅梅田地下街で、いちごを通じて
栃木県の魅力を発信するイベント「いちご王国・栃木フェア
inOSAKA」が開催されました。真岡市からは、いちごチアリーダー
が参加し、質・量ともに日本一の真岡のいちごと、2020年 3月に
開催される「全国いちごサミット inもおか」のPRを行いました。

電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
T
O
C
H
IG
I eB
O
O
K
S
」
で
広
報
も
お
か
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

     http://w
w
w
.tochigi-ebooks.jp/

真岡の一万本桜まつり

市内各所で開催中
3 月 23 日（土）～ 4月 21 日（日）

2019 年（平成31 年）
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平成 31年度 真岡市当初予算・主要事業…………………… 2 ~ 5 P

夢の教室、高田山専修寺防火訓練、卒業式など……………………さんぽみち　　　　　　　　　

8、9 P

4月1日から病児保育事業が始まります……………………… 11 P

市政ニュース　　　　　　　　　市役所の課・係が一部変更になります、統一地方選挙のお知らせ…… 6、7 P/

/

4月から集団健診が始まります……………………………………………… 10 P/
市長賞メダル贈呈式、優秀社員・技能検定試験合格者表彰式… 12、13 P/

特　集　　　　　　　　　




